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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期
第２四半期
連結累計期間

第45期
第２四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自　2017年４月１日
至　2017年９月30日

自　2018年４月１日
至　2018年９月30日

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

売上高 （百万円） 38,475 40,869 78,117

経常利益 （百万円） 2,636 4,002 5,780

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 1,710 2,623 3,652

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,287 4,149 4,538

純資産額 （百万円） 44,980 49,148 46,122

総資産額 （百万円） 65,273 65,230 65,102

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 91.35 140.10 195.07

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 68.9 75.3 70.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,449 3,944 6,641

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,127 △838 △1,919

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,266 △4,286 △4,084

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 11,918 11,307 12,496

 

回次
第44期
第２四半期
連結会計期間

第45期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2017年７月１日
至　2017年９月30日

自　2018年７月１日
至　2018年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 61.16 85.96

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業部門では、輸出の持ち直しや設備投資の増加を背景に

生産の増加基調が続くとともに、インバウンド需要が引き続き増加している事もあり、企業の概況は改善を続け

ております。また、家計部門では景気回復の長期化による雇用・所得環境の改善もあり、個人消費の緩やかな持

ち直しが続いておりますが、一方で物価上昇、先行きの不透明感による消費者マインドは依然として厳しく、さ

らに海外経済の不確実性や金融市場の変動に留意する必要がある等、先行きは予断を許さない状況にあります。

 

　外食産業におきましては、価格引上げやキャンペーン等により客単価の上昇は続いたものの、豪雨、猛暑、台

風、地震等異例続きの自然災害により客足に影響を受け、売上高の伸びが減速しております。また、人手不足や

人件費、原材料価格の高騰、コンビニエンスストアを中心とした中食市場の浸透による競合の激化等、先行きは

依然不透明であります。このような状況下に於いて当社グループは、ブランド価値を引き上げるべく全社を挙げ

て下記の基本的な施策に取り組んで参りました。

 

　①店舗のQSCを向上させるべく、「王将大学」及び「王将調理道場」を開設し、従業員への教育を強化する

　　ことで技術力と情熱を向上させるなど人に対する投資を積極的に実施。

　②材料費、人件費が高騰する環境下であっても価格を据え置くべく、生産性向上の努力と工夫を実行。

　③新規顧客獲得と固定客化を目指すべく、「第３弾　創業50周年お客様感謝キャンペーン」、スマートフォン

　　の「餃子の王将アプリ」などの新たな販促企画の導入。

　④更なる商品のおいしさを追求するべく、看板商品である餃子に使用する青森県産にんにくの生産者との緊密

　　な連携により上質な食材の安定供給を確保するとともに、工場での製造工程と店舗調理工程の改善を図って

　　餃子の味のレベルを向上。同様に主力商品の原材料及び調理工程も全面的に改善。

 

　上記の取り組みを始めとした多岐にわたる地道な活動の結果、店舗のQSCは着実に向上し、お客様から高い評

価を頂けたことが過去最高の売上高を獲得した大きな要因であると考えております。なお、売上に関しては、

2018年２月から８カ月連続で同月比過去最高売上を更新し続けております。

　ニーズが高まってきているデリバリーサービスにつきましては、東京都の２店舗に続き、「出前館」を大阪府

１店舗、「Uber Eats(ウーバーイーツ)」を京都府５店舗で開始しました。今後も消費者ニーズの変化に応じて

地域を拡大する計画です。また、当社100％出資子会社の「株式会社王将ハートフル」は、障がい者雇用を積極

的に実施している企業として、2018年９月７日に京都府より「京都はあとふる企業（京都府障害者雇用推進企

業）」の認証を受けました。

 

　この様に今後もグループ一丸となり、全従業員がやり甲斐を感じながら働ける職場づくりを推進し業績向上に

努めてまいります。なお、当第２四半期連結累計期間の店舗展開の状況につきましては、直営４店、ＦＣ４店の

新規出店、ＦＣ７店の閉鎖を行っております。これにより当第２四半期連結会計期間末店舗数は、直営513店、

ＦＣ224店となりました。

 

（売上高）

　売上高は、客数が増加した事により前年同期に比べて23億93百万円（6.2％）の増収で408億69百万円となりま

した。

（営業利益）

　営業利益は、増収となった事に加え、生産性向上による人件費率の減少や水道光熱費の削減、減価償却費の減

少等もあり、前年同期に比べて12億70百万円（50.0％）の増益で38億８百万円となりました。

（経常利益）

　上記理由等により、前年同期に比べて13億65百万円（51.8％）の増益で40億２百万円となりました。

（親会社株主に帰属する四半期純利益）

　上記理由等により、前年同期に比べて９億12百万円（53.4％）の増益で26億23百万円となりました。

 

(2）財政状態の状況
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（資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ１億28百万円（0.2％）増加

し、652億30百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ９億26百万円（6.5％）減少し、133億18百万円となりました。主な要因は

現金及び預金の減少等であります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ10億55百万円（2.1％）増加し、519億12百万円となりました。主な要因は

投資有価証券の時価の上昇に伴う増加等であります。

（負債の部）

　当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ28億97百万円（15.3％）減少し、

160億82百万円となりました。主な増減要因は次のとおりであります。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ27億59百万円（18.4％）減少し、122億75百万円となりました。主な要因

は短期借入金の減少等であります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ１億38百万円（3.5％）減少し、38億６百万円となりました。主な要因は

長期借入金の減少等であります。なお、借入金の残高は53億16百万円となりました。

（純資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ30億25百万円（6.6％）増加

し、491億48百万円となりました。主な要因は配当金の支払い11億23百万円による減少に対し、親会社株主に帰属

する四半期純利益26億23百万円の増加に加え、その他有価証券評価差額金が増加した事によるもの等であります。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の70.8％から75.3％となりました。

 

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っており

ます。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ11億

88百万円減少し、113億７百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、前年同期に比べて14億95百万円（61.0％）増加し、39億44百万円となりまし

た。主な要因は税金等調整前四半期純利益の増加であります。

　主な内訳は、税金等調整前四半期純利益39億88百万円に減価償却費12億47百万円を加えた額から法人税等の支払

額10億69百万円等を減じた額であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、前年同期に比べて２億88百万円（25.6％）減少し、８億38百万円となりまし

た。主な要因は有形固定資産の取得による支出の減少であります。

　主な内訳は、有形固定資産の取得による支出７億91百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、前年同期に比べて30億19百万円（238.3％）増加し、42億86百万円となりまし

た。主な要因は短期借入金の減少であります。

　主な内訳は、借入金の純減少額31億62百万円による支出及び配当金の支払額11億23百万円による支出でありま

す。
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等は次

のとおりであります。

（株式会社の支配に関する基本方針）

①　会社の支配に関する基本方針

　上場会社である当社の株式は株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の株式に対する

大規模買付提案またはこれに類似する行為があった場合においても、一概に否定するものではなく、最終的に

は当社株主の皆様の判断に委ねられるべきものであると考えます。

　しかしながら、近年わが国の資本市場においては、対象となる企業の経営陣の賛同を得ずに、一方的に大規

模買付提案またはこれに類似する行為を強行する動きが顕在化しております。

　当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営の基本理念、企業価値のさまざまな

源泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益

を中長期的に確保、向上させる者でなければならないと考えております。従いまして、企業価値ひいては株主

共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大規模買付提案またはこれに類似する行為を行う者は、当社の財

務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。

②　会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組み

　当社では、多数の投資家の皆様に継続して当社に投資していただくため、当社の企業価値ひいては株主共同

の利益を向上させるための取組みとして、種々の施策を実行しております。

　これらの取組みは、会社の支配に関する基本方針の実現に資するものと考えております。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約等の決定・締結又は契約内容の変更等はありませ

ん。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2018年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,286,230 23,286,230
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数　100株

計 23,286,230 23,286,230 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2018年７月１日～

2018年９月30日
－ 23,286,230 － 8,166 － 9,026
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（５）【大株主の状況】

  2018年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋１丁目23－１ 2,053 11.0

ジャパンフードビジネス株式会社 東京都港区赤坂４丁目２－１ＪＦＢビル 1,400 7.5

アリアケジャパン株式会社 東京都渋谷区恵比寿南３丁目２－17 1,100 5.9

日本マスタートラスト

信託銀行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11－３ 672 3.6

加　藤　梅　子 京都市山科区 611 3.3

加　藤　ひ　ろ　み 京都市左京区 602 3.2

公益財団法人

加藤朝雄国際奨学財団

京都市上京区東上善寺町156番シャン

ボール今出川
528 2.8

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 514 2.7

王将フードサービス取引先持株会
京都市山科区西野山射庭ノ上町294番地

の１
300 1.6

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託口５）
東京都中央区晴海１丁目８－11 281 1.5

計 － 8,065 43.1

（注）　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　672千株

　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　　514千株

　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５）　　　281千株

 

 

（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

2018年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

4,563,700

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

18,714,100
187,141 －

単元未満株式
普通株式

8,430
－

１単元（100株）未満の株

式

発行済株式総数 23,286,230 － －

総株主の議決権 － 187,141 －
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②【自己株式等】

2018年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）      

株式会社

王将フードサービス

京都市山科区西野山射庭ノ

上町294番地の１
4,563,700 － 4,563,700 19.6

計 － 4,563,700 － 4,563,700 19.6

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

常務取締役　執行役員

兼　総務本部長　兼　総務部長

兼　営業本部　海外事業部長

常務取締役　執行役員　最高財務責任者

兼　総務本部長　兼　総務部長

兼　営業本部　海外事業部長

木曽　裕 2018年７月１日

常務取締役　執行役員

兼　人事本部長　兼　採用教育部長

兼　営業本部　ハートフル事業部長

常務取締役　執行役員

兼　人事本部長　兼　採用教育部長

兼　情報システム部長

兼　営業本部　ハートフル事業部長 池田　直子

2018年７月１日

常務取締役　執行役員

兼　人事本部長

兼　営業本部　ハートフル事業部長

常務取締役　執行役員

兼　人事本部長　兼　採用教育部長

兼　営業本部　ハートフル事業部長

2018年８月１日

取締役　執行役員

兼　営業本部　営業部統括部長

兼　第３営業部長

取締役　執行役員

兼　営業本部　第２営業部長
門林　弘 2018年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,496 11,307

売掛金 447 429

商品及び製品 123 121

原材料 307 393

その他 882 1,075

貸倒引当金 △11 △9

流動資産合計 14,245 13,318

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 52,391 52,828

減価償却累計額 △38,852 △39,672

建物及び構築物（純額） 13,538 13,155

機械装置及び運搬具 5,560 5,596

減価償却累計額 △3,229 △3,413

機械装置及び運搬具（純額） 2,330 2,183

工具、器具及び備品 5,719 5,917

減価償却累計額 △4,692 △4,895

工具、器具及び備品（純額） 1,026 1,021

土地 20,810 20,810

建設仮勘定 47 128

有形固定資産合計 37,752 37,299

無形固定資産 120 129

投資その他の資産   

投資有価証券 6,720 8,922

差入保証金 4,171 4,159

その他 2,125 1,425

貸倒引当金 △32 △23

投資その他の資産合計 12,983 14,483

固定資産合計 50,857 51,912

資産合計 65,102 65,230
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,170 2,005

短期借入金 3,000 －

1年内返済予定の長期借入金 3,016 3,009

未払法人税等 1,292 1,611

賞与引当金 923 959

その他 4,631 4,688

流動負債合計 15,034 12,275

固定負債   

長期借入金 2,462 2,306

資産除去債務 769 779

その他 712 720

固定負債合計 3,945 3,806

負債合計 18,979 16,082

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,166 8,166

資本剰余金 9,031 9,031

利益剰余金 38,867 40,366

自己株式 △10,824 △10,825

株主資本合計 45,240 46,739

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,108 5,639

土地再評価差額金 △3,286 △3,286

為替換算調整勘定 △3 △16

退職給付に係る調整累計額 62 72

その他の包括利益累計額合計 882 2,409

純資産合計 46,122 49,148

負債純資産合計 65,102 65,230
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

売上高 38,475 40,869

売上原価 11,616 12,325

売上総利益 26,858 28,543

販売費及び一般管理費 ※１ 24,320 ※１ 24,735

営業利益 2,538 3,808

営業外収益   

受取利息 0 1

受取配当金 31 36

ＦＣ加盟料 61 54

受取地代家賃 33 32

補助金収入 － 65

雑収入 58 55

営業外収益合計 185 244

営業外費用   

支払利息 12 8

賃貸費用 30 27

現金過不足 7 11

災害義援金 36 －

雑損失 1 3

営業外費用合計 87 50

経常利益 2,636 4,002

特別利益   

固定資産売却益 0 0

収用補償金 36 －

特別利益合計 36 0

特別損失   

固定資産除却損 24 14

特別損失合計 24 14

税金等調整前四半期純利益 2,648 3,988

法人税、住民税及び事業税 973 1,370

法人税等調整額 △35 △5

法人税等合計 937 1,365

四半期純利益 1,710 2,623

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,710 2,623
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

四半期純利益 1,710 2,623

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 584 1,530

為替換算調整勘定 △1 △13

退職給付に係る調整額 △5 9

その他の包括利益合計 576 1,526

四半期包括利益 2,287 4,149

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,287 4,149

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,648 3,988

減価償却費 1,524 1,247

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △2

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 5 22

受取利息及び受取配当金 △32 △37

支払利息 12 8

収用補償金 △36 －

固定資産売却損益（△は益） △0 △0

固定資産除却損 24 14

たな卸資産の増減額（△は増加） △56 △84

仕入債務の増減額（△は減少） 49 △164

未払消費税等の増減額（△は減少） △517 48

その他 △317 △55

小計 3,305 4,985

利息及び配当金の受取額 32 37

利息の支払額 △12 △8

収用補償金の受取額 36 －

法人税等の支払額 △911 △1,069

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,449 3,944

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 1 －

有形固定資産の取得による支出 △1,139 △791

有形固定資産の売却による収入 0 0

貸付けによる支出 △24 △6

貸付金の回収による収入 25 19

差入保証金の差入による支出 △69 △101

その他 78 40

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,127 △838

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △3,000

長期借入れによる収入 2,249 1,710

長期借入金の返済による支出 △2,393 △1,872

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △1,123 △1,123

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,266 △4,286

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 53 △1,188

現金及び現金同等物の期首残高 11,741 12,496

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
124 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 11,918 ※１ 11,307
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【注記事項】

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　保証債務

　下記のフランチャイズ加盟店オーナーの金融機関等からの債務に対して、次のとおり保証類似行為を行っ

ております。

前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2018年９月30日）

㈱マーメイド 20百万円 ㈱マーメイド 15百万円

個人オーナー　１名 16 個人オーナー　１名 13

計 37 計 28

 

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は、次のとおりであります。

 
　　　前第２四半期連結累計期間
　　　（自　2017年４月１日
　　　　至　2017年９月30日）

　　　当第２四半期連結累計期間
　　　（自　2018年４月１日
　　　　至　2018年９月30日）

給料手当及び賞与 4,936百万円 5,127百万円

雑給 5,872 6,083

賞与引当金繰入額 883 928

貸倒引当金繰入額 4 －
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

現金及び預金勘定 11,926百万円 11,307百万円

預入期間が３か月を超える定期

預金
△7 －

現金及び現金同等物 11,918 11,307

 

（株主資本等関係）

　前第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総
額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,123 60.00 2017年３月31日 2017年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総
額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年10月30日

取締役会
普通株式 1,123 60.00 2017年９月30日 2017年12月１日 利益剰余金

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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　当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総
額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月27日

定時株主総会
普通株式 1,123 60.00 2018年３月31日 2018年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総
額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年10月12日

取締役会
普通株式 1,123 60.00 2018年９月30日 2018年12月３日 利益剰余金

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、中華事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

１株当たり四半期純利益 91.35円 140.10円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
1,710 2,623

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
1,710 2,623

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,722 18,722

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第45期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）中間配当について、2018年10月12日開催の取締役会において、

2018年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次の通り中間配当を行うことを決議いたしました。

　①配当金の金額　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,123百万円

　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　 60.00円

　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　2018年12月３日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 2018年11月９日
 

株式会社王将フードサービス

 取締役会　御中 

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　幸彦　　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中田　信之　　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社王将

フードサービスの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2018年７月１日か

ら2018年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2018年４月１日から2018年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社王将フードサービス及び連結子会社の2018年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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